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平成 23年 11月 1日付で技術支援センターが開所しました．それを記
念して技術職員のメンバー（本学工作センター兼務）が 2次元 CADと放
電加工機を用いて技術支援センターの立体文字の看板を作製しました． 










技術支援センター長 武藤 睦治 
  
 






















センター長挨拶 .................................... 技術支援センター長 武藤 睦治 
 
1. 技術支援センターについて 
・技術支援センターの概要 .....................................................  1 
・機械・金属技術分野.........................................................  4 
・電気電子・情報技術分野 .....................................................  5 
・化学・生物技術分野.........................................................  6 
・環境・建設技術分野.........................................................  7 
・総合安全・情報管理技術分野 .................................................  8 
 
2. 活動報告 
・業務依頼の集計............................................. 教育・研究支援室  9 
・技術支援センター発足後の支援拡大 ........................... 教育・研究支援室 11 
・安全衛生ワーキンググループ活動報告 ............... 安全衛生ワーキンググループ 13 
・社会貢献ワーキンググループ活動報告 ............... 社会貢献ワーキンググループ 14 
・研修ワーキンググループ活動報告 ....................... 研修ワーキンググループ 16 
・広報ワーキンググループ活動報告 ....................... 広報ワーキンググループ 21 
・岡山大学工学部創造工学センターとの合同研修 .........................宮 正光 23 
・2017年度機器・分析技術研究会 in長岡 開催準備報告 ................ 山田 修一 25  
 
3. 技術支援シーズ 
・実践的教育を目的とした非接触形状欠陥検査実験教材の開発 ............吉田 昌弘 27 
・UAV（無人航空機）を使用した離岸流の観測 ...........................山本   浩 29 
・ポリ塩化ビニリデンの放射線遮蔽能力の評価 ..........................宮   正光 30 
・土の三軸試験装置のレストア ........................................高田   晋 32 
・有限要素法解析を用いた研究支援 ....................................高橋   智 34 
・床上操作式クレーンの月次検査業務について .......................... 志田 暁雄 35 
・工作センターへの技術支援および 
  ショット・ブラスト加工機の導入と運用 ..............................吉井 一夫 36 
・コンクリート工学関連の実験設備紹介 ................................山口 貴幸 38 
 
コラム 








・平成 26年度の教育・研究支援状況について ..................................  41 
・全課程 1学年「生物実験及び演習」 ...............................近藤 みずき 42 
・機械創造工学課程 2年生「機械工学基礎実験」 .......................山田 修一 43 
・電気電子情報工学課程 3学年「電気電子情報工学実験 2」 ..............豊田 英之 44 
・物質材料工学課程における教育支援業務の紹介 .......................加藤 善二 45 
・環境システム工学課程 4年「環境システム工学特別演習 1」 ............相田 久夫 46 
・研究支援の紹介 ...........................................................  47 
 
5. 研修報告 
・平成 26 年度技術職員グループ研修報告 .................... 機械・金属技術分野 51 
・労働安全衛生総合研究所 平成 26年度一般公開参加報告 ...............大塩 茂夫 53 
・分析化学基礎セミナー（無機分析編）参加報告 .......................高橋 美幸 55 
・「ANSYS Mechanical 使いこなしセミナー」 ...........................安部   真 56 
・2014年秋季 音響・振動技術セミナー研修報告 .......................高橋  智 57 
・第 7回日本ムードル・ムート .....................................山浦 賢太郎 59 




    ・無響室をご存知ですか？ .............................................穗刈 治英 
 
6. 資料 
・全出張記録 ...............................................................  63 
・資格一覧（平成 25年度） ..................................................  67 
 










































図1  技術支援センター運営図 














図2  技術支援の将来図 









図3  技術支援の将来図 
表 1 技術支援の将来図 
 








































 佐藤賢太・高橋智・星野英夫（副技術長）吉田昌弘（副技術長） （2015.4現在） 
 
構成メンバー5人 


















RFスパッタ装置），半導体薄膜評価機器（分子間力顕微鏡: AFM， 表面粗さ計，ホール測定装置）， 
光学特性評価装置（分光器，各種レーザ等），その他 

















 豊田英之・志田暁雄・野田浩平・押味洸・内田翔 （2015.4現在）  
構成メンバー6人 




























・学内委員…廃液管理，薬品管理支援システム WG，w-SDS実施 WG， Kawaii理科プロジェクト※ 








 程内和範（技術長）・宮正光（副技術長） （2015.4現在） 
 
構成メンバー6人 

































【研究室】環境社会基盤工学専攻：水工学研究室，コンクリート研究室，建設構造研究室，地盤工学研究室，    
     環境防災研究室，交通工学研究室，水圏土壌環境制御工学研究室，資源エネルギー循環研究室 
物質材料工学専攻：環境材料科学研究室 
◎山本浩（分野長） 
 山口貴幸・高田晋・渡邉高子・高橋美幸 （2015.4現在）  
構成メンバー5人 


































































 平成 26 年度の業務依頼件数および延べ人数を


















































H25 年度 29 件 
（36 科目） 
研究支援 38 0 0 2 40 42 44 
H25 年度 32 研究室支援 
H26 年度 31 研究室支援 
系・センター支援 20 0 1 2 23 63 69 15 系・センター支援 
大学運営支援 18 0 0 2 20 235 210 
延べ 25 名学内委員 
全員安全衛生巡視員 
社会貢献 1 0 0 7 8 44 46 
4 回催事 
2 名海外支援 
計 82 8 1 14 105 462 440 
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図 1 業務依頼件数の推移 
 
 





臨時 1.5 ヶ月 






 SolidWorks を用いての捕集パネルの強度解析 
 
系・センター支援 













定期 1 年 
安全安心社会研究センタ
ー運営委員会委員 

























 2011年 11月 1日に技術支援センターが発足し，































 安全衛生 WG による情報共有化と事例研究 
 低圧電気取扱業務特別教育講師を 2名が担当 
 安全衛生管理委員会，薬品管理支援システム






































































































図 1 支援業務の拡大 


































  衛生管理者 51 名中 28 名がセンター職員であ
る．2014 年度現在，センター職員（29 名）は
以下の衛生管理者資格を所持している． 
   ●衛生工学衛生管理者 （5 名） 
   ●第 1 種衛生管理者  （14 名） 
   ●第 2 種衛生管理者   （26 名）  
 
（2）安全衛生管理委員会 









し，大学の w-SDS 活動に貢献している．  
 
（4）薬品管理支援システム（IASO R6）運用 WG 
WG 委員として 3 名の技術職員が参加し，シ
ステムの管理を行なっている．2014 年度は特に，











  インストラクター資格を持つ技術職員 2 名が，
低圧電気を扱う教職員・学生に対して，特別教
育の講師を担当している． 
図 1 2014年度 物質・材料系防災訓練 
＊WG メンバー 
大塩 茂夫（代表），吉田 昌弘，菅田 敏則，三間 達也，山本 浩， 
山田 修一 




























（図 1）． 当日は技術職員 6名と TA 2名で対応し，
76 名の方に生物実験や本学の紹介を行った． 
（2）科学啓発活動 
平成 26 年度も 3 件の科学啓発活動を行った．1
件目は，三条市教育委員会主催の「第 10 回わく
わく科学フェスティバル」への出展であり，平成













図 2 第 10回わくわく科学フェスティバル図 1 オープンキャンパス 
＊WG メンバー 
河原 夏江（代表），相田 久夫，安部 真，近藤 みずき，宮 正光 
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増加し約 864 名が来場したが，内 302 名の方に本
ブースで歩測を体験して頂いた．   
2 件目は，9 月 13 日（土）～14 日（日）に開催
された大学祭（技大祭）での理科実験教室「化学
のおもちゃ箱 2014」（物質・材料系主催）への協
力である．教員 10 名とボランティア学生 26 名，




本学講義棟 2 階の講義室 5 室で実施した（図 3）．
平成 26 年度も多くの方が来場し，2 日間合計で
959 名の方が理科実験を楽しんだ．  











材料が全てなくなった（図 4,5）．  
（3）その他 
平成 26 年 12 月 11 日（木）～12 日（金）に岡
山大学工学部創造工学センター技術職員 5 名の方




















図 3 理科実験教室「化学のおもちゃ箱 2014」 
 
図 4 青少年のための科学の祭典 新潟県大会 
 
図 5 UVビーズストラップ 
 






















きた個別研修は申請のあった 28 件中の 21 件，グ
ループ研修は機械・金属技術分野を中心とした希












































三間 達也（代表），佐藤 賢太，山口 貴幸，渡邉 高子，宮 正光 
















































 平成 26 年度に技術支援センター予算で実施で








た希望者 13人と他大学からの参加者 6人による 1
件であった．内容は「SolidWorks を用いた 3 次
元モデルの作成 1（初級編）」を実施した（詳細
はグループ研修報告頁参照）． 
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う報告は年 1 回とすることとした．表 1にメンバ
ー表を示す．実施要領を下記に示す． 
①2 グループ態勢．15 人程度／1 グループ．
②各グループ隔月開催．毎月どちらかのグルー
プが交互に開催する．
③5 月から翌年 2 月までの 10 か月間で，各グル
ープ 5 回ずつ開催．
④毎回 3 人×5 回．1 人の報告担当は年に 1 回． 
⑤1 人あたりの持ち時間は 25 分．1 回の開催時
間は 75 分．
⑥プレゼンの場合の時間配分は，発表 15 分・
質疑 9 分・入替 1 分．
⑦見学等の場合の時間配分は，発表 15 分・質
疑 5 分・移動 5 分．
（3）実施状況 
要領に従い，26 年度は延べ 10 回開催され，28
件の報告が行われた．報告会の様子を図 1，開催
記録を表 2に示す． 








図 1 デイブック報告会の様子 
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表 2 デイブック報告会開催記録 
開催日 グループ 報告者 テーマ 
2014 年 
5 月 28 日 
A 




佐藤 賢太 委託加工業務の報告 －小径穴加工事例の紹介－ 
6 月 26 日 B 
山岸 郷志 機械系共通 SEM 室に関する業務について 
加藤 善二 顆粒工学のすゝめ 
高橋 智 3D CAD に関する話題提供 
7 月 30 日 A 
三間 達也 生物 3 年「微生物実験」の紹介 
渡邉 高子 個別研修報告と業務管理への取り入れ方 
8 月 27 日 B 
吉井 一夫 委託加工業務の紹介（引張試験片加工） 
山口 貴幸 個別研修報告「係長・主任基礎コース」 
押味 洸 パソコンでの回路図・実体配線図作成について 
9 月 26 日 A 
宮 正光 ポリ塩化ビニリデンの放射線遮蔽能力の評価 
山本 浩 マルチコプターによる空撮 
星野 英夫 工作センターにおけるワイヤー放電加工について 
10 月 29 日 B 
高柳 充寛 北海道大学総合技術研究会参加報告 
豊田 英之 GP-IB による PC への測定データ取り込みについて 
11 月 28 日 A 
近藤 みずき 平成 26 年度個別研修報告について 
山田 修一 横浜国立大学 リスクアセスメント研修会の紹介 
志田 暁雄 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者講習受講について 
12 月 17 日 B 
菅田 敏則 関東・甲信越地区大学安全衛生研究会参加報告 





1 月 29 日 
A 
吉田 昌弘 LabVIEW による教育研究補助業務の紹介 
高橋 美幸 個別研修報告（分析基礎セミナー） 
相田 久夫 ゼンリン住宅地図について 
2 月 9 日 B 
安部 真 日々の業務について 
穗刈 治英 再雇用期間満了にあたって－長岡技術科学大学での 36 年－ 
高田 晋 学生実験用試験装置の更新について 







表 3 各種資格・講習等受講記録 









衛生工学衛生管理者 安部 真 
第 1 種衛生管理者 渡邉高子，高橋 智 












CSWA (Certified SolidWorks Associate) ※ 高橋 智 
CSWPA-DT (Certified SolidWorks Professional 
Advanced Drawing Tools) ※ 
高橋 智 
CSWP (Certifiled SolidWorks Professional) ※ 高橋 智 
甲種危険物取扱者 ※ 高橋美幸 





































 本報告集の発行は 3 年目を迎えたことから，編
集の効率化や内容の方向性を整理する必要があ
ると考えた．そこで，技術職員向けに報告集に関
表 1 広報 WGの主な活動 
月 活動内容 
平成 26年度 
4 月  HP コンテンツの新年度対応（人事等） 
2014 年度版報告集の原稿募集 
5 月 HP の旧コンテンツの整理等 
6 月 報告集の編集作業開始 




9 月 科学のおもちゃ箱対応 
11 月 報告集アンケート調査（技術職員） 
2 月 科学の祭典対応 
  図 1 技術支援センター報告集表紙 
＊WG メンバー 
吉田 昌弘（代表），高柳 充寛，高田 晋，野田 浩平，押味 洸，宮 正光 















































図 2 技術支援センターHP 
図 3 技術支援センター前掲示ポスター 




















































図 1 切削加工コンテストで銀賞受賞（岡山大） 
 
図 2 実験ネタの交換（岡山大） 




図 3 水性ペンの色分け（岡山大） 
 
 


























（第 2部 1日目） 長岡技科大参加者数 10 名 
15:45～16:15 岡山大学・技術職員の取り組み  
・ドリームコンテスト受賞について       
（岡山大学：堀） 
・国際交流協定を生かした日中出前実験教室につ 




・社会貢献 WG 活動紹介 
（河原 社会貢献 WG 代表） 
・Kawaii 理科プロジェクト，実験ネタ公開と実 
験ネタ共同利用 
   （近藤 Kawaii 理科プロジェクトメンバー） 
・高大連携室紹介   
（宮 社会貢献担当副技術長） 
16:45～17:15 意見交換 
（第 3部 1日目） 長岡技科大参加者数 4 名 
19:00～21:30 情報交換会 
 





  （岡山大 田村，朝倉） 
・CD コマ               （長岡技科大 相田） 
・様々な科学工作ネタの紹介（長岡技科大 宮） 
（第 5 部 2 日目） 技大参加者数 9 名 
10:20～11:30  
・長岡技術科学大学 施設見学  
化学・機械 2 コースで実施した． 
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2017年度機器・分析技術研究会 in長岡 開催準備報告 
 2017年度機器・分析技術研究会 in長岡実行委員長 




































山形大学，平成 28 年度，名古屋大学である． 










9 月以降，実行委員の山田，高柳，近藤の 3 名














表 1 今後の技術研究会の開催予定 
開催年度 機器・分析 実験・実習 技術研究会 
平成 27 年度 山形大学 山口大学 高エネ研 
平成 28 年度 名古屋大学 総合技術研究会 東京大学 


























マルチコプターを使用した離岸流の観測 山本 研究支援 
ポリ塩化ビニリデンの放射線遮蔽能力の評価 宮 研究支援 
土の三軸試験装置のレストア 高田 研究支援 
有限要素法解析を用いた研究支援 高橋 研究支援 




コンクリート工学関連の実験設備紹介 山口 実験設備管理 
 
3. 技術支援シーズ 



























LabVIEW と NI Vision 開発モジュール（日本ナ
ショナルインスツルメンツ社）を用い，グラフィ
カルな開発環境により受講生の負担を軽減する． 


























図 1  実験装置の構成 
図 2  作成したワークの例 

































(1) 多値画像と 2 値画像 
(2) 閾値と 2 値化処理 
(3) Blob 処理（粒子フィルタ） 







































図 3  傷欠陥の検出原理 
(a) グレー画像  
 
(b) 2 値化  
 
(c) 膨張  
 
(d) 処理結果画像 
 図 4  画像処理の例 





























 本学水工学研究室で使用している UAV は，DJI
社製の PHANTOM 2 Vision+（図 1左下図）である．
この UAV は，GPS と気圧センサーを搭載し，安
定した飛行を可能とする．送信機の電波は直線距



























図 1 離岸流の様子（およそ 100m上空から撮影） 
4．おわりに 
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ポリ塩化ビニリデンの放射線遮蔽能力の評価 
宮 正光 化学・生物技術分野 
1．はじめに 
東日本大震災に伴う原発事故以来，放射線（特



















合体（共重合組成 VDC/VC=82/18 w/w，旭化成の 
食品包装用ラップ「サランラップ®」と同一素材）
を用いた． 109Cd(88.0 keV)， 57Co(122.0 keV)，
139








において 7〜35 keV の X 線の遮蔽実験を行った． 
3．結果と考察 
 各種放射性核種を用いた γ線遮蔽実験結果のう






図 1 137Csからのγ線（661.7 keV） 
線減衰係数 
0 .0 9 m m  
1 .3 4 m m  
2 .9 7 m m  
PVDC PA1 -1  PE 
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筆者は平成 12 年 1 月より，つくば市にある高
エネルギー加速器研究機構（KEK）での放射光共
同利用実験を高分子材料工学研究室の教員・学生







図 3 測定セットアップ 
図 4 1/eの減衰に必要な PVDC厚 
のエネルギー依存性 



























































図 1 三軸試験装置の構成（レストアした実物） 
制御盤 システム 
制 御 部 
三軸室 







































































































































科学会誌，Vol.20，No.2，pp. 117-124，2011.  
 










































































 図 1 床上操作式クレーン 
(原子力安全・システム安全棟内) 




吉井 一夫  機械・金属技術分野
1．はじめに 
技術支援センターでは，機械系からの業務依頼












































弾性と粘着性を持った不定形のコア（0.2~0.5 位）  
の周りに微細な研磨砥粒を積層コートさせてい
るものを使用している．（図 2参照）



















2 種類（全 27 種類中）を用意している．  
  















   
図 3 研磨方式の機構 
 















いての体感学習を行っている． （図 5参照） 
表 1 2014 年度施設見学者数（）内は全体数 
件数 中学 8 高校 6 計 14 件（19） 
人数 175 名 153 名 計 328 名（356）
 








































20 年で，建設後 50 年以上経過する道路橋（橋長
2m 以上）の割合は現在の約 16％から約 65％とな
るなど，高齢化の割合は加速度的に増加する 1)．
構造物の劣化が原因で事故に至った例として，平
成 24 年 12 月 2 日に発生した，中央自動車道笹子
トンネル天井板落下事故がある． 






























図 1 構造物の耐震性能験システム 図 2 コンクリート腐食試験機 






































pp4，平成 26 年 5 月 21 日 
図 6 万能試験機 
図 3 持続載荷試験装置 図 4 バックホー 









算が出来る円形計算尺がありました．ちなみに，世の中には 1,000 種類を超える特殊計算尺があります．  
計算尺の原理は簡単に言うと以下の
通りです．対数法則  



























いのではないかと考えているところです．            化学・生物技術分野 宮 正光 
図 1 化学工学用計算尺 ヘンミ No.257L （表面） 
















































   
   










全課程（学部 1年） 5 12 
機械創造工学課程 9 16 
電気電子情報工学課程 7 18 
材料開発工学課程 4 7 
建設工学課程 4 7 
環境システム工学課程 4 6 
生物機能工学課程 4 10 











表 2 学術論文等の掲載数 表 1 実験・演習に係わる支援科目数，担当人数 
  




近藤 みずき 化学・生物技術分野 
 










 この科目は，准教授 3名，助教 1名，技術職員























































図 1 学生実験風景 

















 実験テーマは，機械系の 4 大講座から，表 1に

























































a．飽和水蒸気圧力の測定  b．渦巻ポンプの性能試験 
図 1 「熱流体工学基礎実験」実験装置 
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電気電子情報工学課程 3学年「電気電子情報工学実験 2」 
 
豊田 英之  電気電子・情報技術分野 
 




 電気電子情報工学実験 2 は電気・電子・情報に
関する実験の基礎的な知識および技術を習得さ
せることを目的に，第 3 学年 2 学期に開講されて
いる実験科目であり，6 テーマから構成されてい
る（表 1）． 26 年度はこれらのテーマを教員 6 名，
技術職員 4 名，シニアテクニカルアドバイザ 1 名，
TA9 名で担当した．履修者数は例年 120 名前後（26


























(1)赤外 LD から可視光 LD への変更 → レーザー
光が目視できる様になり，実験の効率や安全性が
向上した．(2)青色および緑色 LED の追加 → 従
来は赤色 LED のみの測定であったが，波長（禁
制帯幅）の異なる LED を加えたことで，Vth と
Eg の関係などが分かる様になった．(3)実験項目
「LED を用いた pn 接合の光過程に関する実験」






















図 1 「LEDを用いた pn接合の光過程に関する
実験」の概要 




加藤 善二  総合安全・情報管理技術分野 
 
平成 26 年度は教育支援業務として，前期は 3
年生の「実験と安全」を，後期は 2 年生の「物質・




























① ガイダンス（1 回） 
② 粉体粒子の充填（1 回） 














① ガイダンス（1 回） 
② セラミックスの合成（4 回） 
作成するのは電池，磁性薄膜，蛍光体である． 
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環境システム工学課程 4年「環境システム工学特別演習 1」 
相田 久夫 総合安全・情報管理技術分野 
環境システム工学特別演習 1 は各研究室に配属





























中でも GIS に関しては都市計画分野においては 





図 1 GIS講習風景 
必要不可欠なツールとなっており講習会を開い
て使用方法等説明している（図 1）． 









  ・基盤整備手法（区画整理・民間開発等） 
  ・道路 
（幅員、歩道・角切りの有無、電柱の位置等） 
  ・公共施設の分布 
（2）土地利用 










して 2014 年度における公表論文等に関する研究の支援内容を紹介する． 
 






機械系 耐熱材料工学研究室：担当 山岸 郷志※1 
公表論文等：山岸 郷志（長岡技科大)Subramanian Rajivgandhi（長岡技科大 院), 岡崎 正和（長岡技
科大) ,温度勾配を有する高温構造材料のクリープ変形およびそれに伴う損傷の基礎的検討, 日本機械





電気系 応用波動光学実験室：担当 野田 浩平 
公表論文等：Multilevel anisotropic diffractive optical elements fabricated by means of stepping photo-alignment 
technique using photo-cross-linkable polymer liquid crystals, K. Noda, K. Kawai, T. Sasaki, N. Kawatsuki and H. 







電気系 モーションコントロール研究室：担当 押味 洸 
公表論文等：電流シミュレータを用いた IPMSM の電流センサ誤差の補正法の検討， 電気学会研究会資







※1 現所属：長岡技術科学大学大学院 助教 
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電気系 神経情報処理研究室：担当 穗刈 治英※2 
公表論文等：Wataru Osabe, Isao Nambu, Haruhide Hokari, Shohei Yano, and Yasuhiro Wada, "Improvement of 
spatial resolution in estimating intended direction from the EEG using Virtual Sound Sources", Proceedings of 





物質・材料系 エネルギー変換材料研究室：担当 程内 和範 
公表論文等：永井太一・程内和範・松原浩, “スルファミン酸浴からの電析 Ni めっき膜の硬さに及ぼす




物質・材料系 高分子材料工学研究室：担当 宮 正光 
公表論文等：H. Takeshita, S. Kakefuda, K. Kimura, M. Miya, K. Takenaka, and T. Shiomi, 
 "Colloidal Crystallization Kinetics of Aqueous Dispersion of Temperature-responsive Polymer Microgels" 1st 




物質・材料系 セラミックス・サイエンス研究室：担当 加藤 善二 
公表論文等：Enhancing the contrast of low-density packing regions in images of ceramic powder compacts using 
a contrast agent for micro–X-ray computed tomography, T.Hondo, Z.Kato, and S.Tanaka, J.Ceram.Soc.Japan, 122, 
1427, 574-576 (2014) 
研究概要及び支援内容：観察方法の提案． 
 
物質・材料系 光・電子セラミックス研究室：担当 大塩 茂夫 
公表論文等：Komatsu K.，Sekiya T.，Toyama A.，Hasebe,Y.，Nakamura, A.，Noguchi M.，Li Y.，Ohshio S.，
Akasaka H.，Muramatsu H.，Saitoh H.："Deposition of metal oxide films from Metal-EDTA complexes by flame 
spray technique"，Journal of Thermal Spray Technology ，23, 833-838（2014） 








※2 2014 年 3 月 任期満了にて退職 
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環境・建設系 水工学研究室：担当 山本 浩 
公表論文等：犬飼直之・大竹剛史・山本浩・細山田得三，“突堤付近における砂浜海岸での離岸流の可




環境・建設系 コンクリート研究室：担当 山口 貴幸 






環境・建設系 地盤工学研究室：担当 高田 晋 
公表論文等：豊田浩史（長岡技大），高田晋（長岡技大），原忠（高知大），竹澤請一郎（㈱ニュージェ
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平成 26 年度技術職員グループ研修報告 





 平成 26 年度のグループ研修は，機械・金属技
術分野が担当し，昨年と同様により専門的で実際
の業務に生かせる研修を実施することになった． 
研修題材とした SolidWorks は，FEM 解析機能を









び FEM 解析による CAE （ Computer Aided 
Engineering）のスキルの習得が必須となってきて
いる． 























表 1 平成 26年度グループ研修日程 
平成 26 年 8 月 18 日（月） 
■午前  
8：40～ 8：50 受付 
8：50～ 8：55 開講挨拶 
8：55～ 9：00 概要説明 
9：00～10：00 講義 
10：10～12：00 CAD 演習 1（モデル作成） 
■午後  
13：00～15：30 CAD 演習 2（アセンブリ） 
15：30～16：40 CAD 演習 3（2D 面図作成） 
16：40～17：00 質疑応答，閉講挨拶 
表 2 3D-CAD演習のテキストの内容 
1. SolidWorks の操作方法 
2. 演習 1 
 ～押し出し，押し出しカット，回転パターン～ 
3. 演習 2 
 ～アセンブリ～ 
4. 演習 3 
 ～2D 図面作成～ 
APPENDIX 
i. 演習 4 バイスの部品作成とアセンブリの演習 
 ～ミラー，穴ウイザード，回転カット～ 
ii. 2D 図面作成の補助テクニック 
図面．（演習 1，演習 2 の課題図ほか） 
  
＊グループメンバー 
吉田 昌弘，吉井 一夫，佐藤 賢太，山岸 郷志，高橋 智，星野 英夫 






























図 1 田辺教授の講義 図 2 研修全景 
図 3 演習の様子 図 4 FEM解析の実演 
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労働安全衛生総合研究所 平成 26年度一般公開参加報告 
 

















公開日：2014 年 4 月 16 日（水） 








































































































































期日：平成 26 年 6 月 24 日(火)および 25 日(水) 
会場：飯田橋レインボービル（東京都新宿区） 
受講料：25,000 円 
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「ANSYS Mechanical 使いこなしセミナー」 
 




































































表 1 セミナープログラム 
時間 内容 
9:30  ～  9:45 概要説明 
9:45  ～ 12:00 「プリ編」（メッシュ作
成）解説・演習 
13:00  ～ 14:00 「プリ編」（メッシュ評
価） 解説・演習 
14:00  ～ 16:00 「解析編」解説・演習 
16:00  ～ 17:15 「ポスト編」解説・演習 
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図 1 打撃試験概略図 
バット 
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第 7回日本ムードル・ムート（学習支援システム Moodle開発者会議） 
 


















今回，平成 27 年 2 月 20 日（金）から 2 月 22
日（日）の三日間に渡って京都産業大学において
開催された日本ムードル・ムート（参加者：大学・
高専・企業等から 230 名）に参加した． 
 
2．研修内容 







表 10 分から 15 分程度）が 19 件，その他ショー





表 1 Tentative start/end time of 2015 Moot 
Feb. 20th 
11:00 – 12:00 Registration 
12:00 – 18:00 Workshops 
Feb. 21st 
8:30 –  9:30 Registration 
9:30 – 18:00 Presentations 
18:00 – 20:00 Network Party 
Feb. 22nd  9:00 – 16:00 Presentations 
 

























































































図 2 マーティン・ドゥーギアス氏の 
基調講演 
図 1 ベスト・オープン・コースウェア授賞式 
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薬品管理支援システム IASO R6への更新と管理業務 
平成 26年度 OJT(On Job Training）研修 









入し，平成 20 年 4 月より物質・材料系で先行運
用を開始し，平成 21 年度から全学運用を行って
いた．この IASO の R6 へのバージョンアップに





2． IASO R5から R6への更新 
IASO R5 が動作しているサーバー機が
Windows2003Server であって 2015 年 7 月 15 日に
サポート期限が終了するが，サポートが継続する
Windows2008ServerR2以降のOSにはR5の動作保





で，IASOR6 ソフト，サーバーマシンを 5 年間分
割払いで見積もり，ようやく予算が認められた．  
同時接続ライセンス数のカウント方法が R5 か











R6 に適合させる編集作業を一通り行った．  
 
4．IASO統括管理者としての業務 








第 1回 IASO R6説明会が業者の都合により納入
時（2/26）であり，教員，学生とも修士論文発表
審査等で忙しい時期だった．それを踏まえて第 2













 構造的には，図１に示すようにまず 35cm 厚コンクリート壁の外室を造り，外部からの騒音を遮断して
います，その中に空気層を設けて鉄骨製の内室がありますが，外部からの振動を遮断するために防振ゴ
ム等で外室の床面，壁面から浮かしています，内室の壁，床，及び天井６面には音波を効率よく吸収す
るため２連楔(くさび)形の吸音ユニット(高密度グラスウール 32kg/m3)とそれを 90 度回転させたユニット
が互い違いに約 1,100 個設置されています，内寸で 9m(W)×6m(D)×7m(H)あり，全国的に見ても大規模な無
響室です．図２に無響室の内部を示します，吸音ユニットの長さにより吸音の最低周波数が決まります．
本無響室の吸音率は，60Hz 以上で 99％以上，250Hz 以上で 99.9％以上となっています．視覚的には有限
な空間ですが，音響的には反射がありませんので無限の空間となります．  
無響室の用途は多岐にわたりますので，一部を紹介します． 
・音波伝搬の測定：３D サウンド実現のための頭部伝達関数(HRTF: Head Related Transfer Function)の測定，各
種形状の物体により生じる散乱や回折など 
・音響標準，音響計測器の校正：標準マイクロホン，騒音計など 
・マイクロホン(JIS C 5502)，スピーカ(JIS C 5532)の測定：周波数特性，指向特性，感度など 

















































開始日 終了日 所属技術分野 氏名 
H26.4.8 H26.4.9 総合安全・情報 相田 久夫 H26年度環境システム工学課程 3年生合宿研修引率 




H26.4.8 H26.4.9 総合安全・情報 山浦 賢太郎 H26年度電気電子情報工学課程 3年生合宿研修引率 
電気電子・情報 野田 浩平 
H26.4.16 H26.4.16 化学・生物 大塩 茂夫 労働安全衛生総合研究所一般公開＊ 
H26.4.16 H26.4.16 環境・建設 高田 晋 地盤内の振動伝達機構に関する資料収集 
H26.4.24 H26.4.24 環境・建設 山口 貴幸 新潟県生コンクリート品質管理監査会議 
H26.5.14 H26.5.14 環境・建設 山口 貴幸 新潟県生コンクリート品質管理監査会説明会 
H26.5.15 H26.5.15 機械・金属 山岸 郷志 メタン高度利用技術センター用務 
H26.5.21 H26.5.21 環境・建設 山口 貴幸 コンクリートの塩害に関する情報収集 
H26.6.18 H26.6.18 環境・建設 山口 貴幸 コンクリート品質の情報交換 
H26.6.20 H26.6.20 化学・生物 近藤 みずき 
宮 正光 
Kawaii 理科プロジェクト出前実験 
H26.6.24 H26.6.25 環境・建設 高橋 美幸 第 32回分析化学基礎セミナー（無機分析編）の受講＊ 
H26.6.25 H26.6.26 環境・建設 山口 貴幸 
渡邉 高子 
公開研修プログラム「係長・主任基礎コース」受講＊ 
H26.6.25 H26.6.27 化学・生物 近藤 みずき 2014 年度 第 1回 OIM School-Entryコース参加のため 
H26.7.6 H26.7.6 総合安全・情報 山田 修一 安全安心社会研究センター特別講演会の開催協力と出席 
H26.7.8 H26.7.12 環境・建設 山口 貴幸 コンクリート工学年次大会 2014（高松）および瀬戸大橋
記念館見学会参加 
H26.7.14 H26.7.18 環境・建設 高田 晋 第 49回地盤工学研究発表会へ参加と資料収集 
H26.7.16 H26.7.16 環境・建設 山口 貴幸 生コンクリートの品質検査についての情報交換 
H26.7.19 H26.7.19 機械・金属 山岸 郷志 日本機械学会 M&M 材料力学カンファレンスにおいて情
報収集 
H26.7.27 H26.7.27 化学・生物 大塩 茂夫 
近藤 みずき 
放送大学単位認定試験受験 
H26.8.4 H26.8.4 環境・建設 山本 浩 大河津分水河口付近の現地調査 
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化学・生物 宮 正光 
河原 夏江 
近藤 みずき 
総合安全・情報 相田 久夫 
安部 真 
H26.8.25 H26.8.25 環境・建設 高田 晋 地盤内の振動伝達機構に関する資料収集 
H26.8.29 H26.8.29 環境・建設 山本 浩 上越市上下浜海岸の沿岸流調査 
H26.9.2 H26.9.2 電気電子・情報 豊田 英之 ICTMC-19への参加およびポスター発表 
H26.9.3 H26.9.6 総合安全・情報 穂刈 治英 
山浦 賢太郎 
平成 26年度北海道大学総合技術研究会への参加＊ 
化学・生物 高柳 充寛 
機械・金属 星野 英夫 
H26.9.3 H26.9.7 総合安全・情報 山田 修一 
H26.9.3 H26.9.6 化学・生物 河原 夏江 平成 26年度北海道大学総合技術研究会への参加 
H26.9.3 H26.9.7 化学・生物 宮 正光 
H26.9.9 H26.9.13 環境・建設 山口 貴幸 第 69回土木学会年次学術講演会への参加および情報収集 
H26.9.10 H26.9.12 機械・金属 山岸 郷志 日本ガスタービン学会主催シンポジウムでの情報収集 
H26.9.10 H26.9.12 環境・建設 高田 晋 土木学会全国大会への参加および情報収集 
H26.9.17 H26.9.17 環境・建設 山本 浩 講義資料作成のための離岸流調査 
H26.9.17 H26.9.17 環境・建設 山口 貴幸 生コンクリートの品質検査についての情報交換 
H26.9.18 H26.9.18 総合安全・情報 山田 修一 第 3 回北関東地区技術職員系職員安全管理ワークショッ
プへの参加＊ 
環境・建設 山本 浩 
H26.9.18 H26.9.19 環境・建設 山口 貴幸 劣化したコンクリート橋の非破壊調査 
H26.9.19 H26.9.19 機械・金属 吉田 昌弘 織物柄印刷工程における画像処理実装に関する研究打ち
合わせ 
H26.9.26 H26.9.26 機械・金属 吉田 昌弘 織物柄印刷工程における画像処理実装に関する研究打ち
合わせ 
H26.10.3 H26.10.3 総合安全・情報 安部 真 ANSYS Mechanical 体験セミナー＊ 
H26.10.8 H26.10.8 電気電子・情報 野田 浩平 電子部品・材料研究会での発表および情報収集 
H26.10.8 H26.10.10 化学・生物 近藤 みずき 東工大分析技術支援センターとの技術交流、EMPA・表面
分析ユーザーズミーティングへの出席＊ 
H26.10.8 H26.10.8 機械・金属 吉田 昌弘 織物加工工程における画像処理実装に関する研究打ち合
わせ 
H26.10.9 H26.10.9 総合安全・情報 山田 修一 平成 26年度安全衛生技術講演会への参加および情報収集 
H26.10.15 H26.10.15 環境・建設 山本 浩 藤塚浜での離岸流調査 
H26.10.15 H26.10.17 機械・金属 高橋 智 2014 年秋季音響・振動技術セミナー参加＊ 
H26.10.16 H26.10.17 環境・建設 渡邉 高子 H26年度資源循環技術・システム表彰式へ出席 
H26.10.17 H26.10.17 環境・建設 山口 貴幸 胎内市～村上市沿岸部にある橋梁の塩害調査 
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H26.10.19 H26.10.23 総合安全・情報 安部 真 「衛生工学衛生管理者」講座受講 
H26.10.21 H26.10.25 総合安全・情報 山田 修一 緑十字展 2014及び全国産業安全衛生大会に参加 
H26.10.21 H26.10.22 環境・建設 山口 貴幸 出雲崎町～糸魚川沿岸部にある橋梁の塩害調査 
H26.10.21 H26.10.24 化学・生物 三間 達也 第 73回全国産業安全衛生大会（広島）＊ 
H26.10.28 H26.10.28 機械・金属 吉田 昌弘 織物加工工程における画像処理実装に関する研究打ち合
わせ 
H26.10.30 H26.10.31 機械・金属 星野 英夫 
佐藤 賢太 
日本国際機械見本市にて情報収集 
H26.10.31 H26.10.31 化学・生物 河原 夏江 国立大学法人機器・分析センター協議会へ参加 
H26.11.2 H26.11.2 総合安全・情報 山浦 賢太郎 第 2種衛生管理者試験の受験 
H26.11.3 H26.11.4 機械・金属 吉井 一夫 日本国際機械見本市にて情報収集 
H26.11.5 H26.11.5 化学・生物 大塩 茂夫 
程内 和範 
退職準備セミナー出席 
H26.11.10 H26.11.11 総合安全・情報 山田 修一 リスクマネジメント研修会における講演・実習講師・意見
交換 
H26.11.10 H26.11.23 機械・金属 星野 英夫 国際協力機構東ティモール国立大学工学部能力向上プロ
ジェクト短期派遣専門家（機械工学） 
H26.11.13 H26.11.13 環境・建設 高田 晋 地盤内の振動伝達機構に関する資料収集 
H26.11.14 H26.11.14 電気電子・情報 菅田 敏則 第 7回関東・甲信越地区大学安全衛生研究会 
H26.11.14 H26.11.15 総合安全・情報 山田 修一 
H26.11.14 H26.11.14 化学・生物 宮 正光 高耐久性ゴムの開発に関する研究打ち合わせ等 
H26.11.17 H26.11.17 機械・金属 吉田 昌弘 画像処理実装に関する研究打ち合わせ 
H26.11.29 H26.11.30 総合安全・情報 山田 修一 産業用ロボットの特別教育の受講 
電気電子・情報 押味 洸 
H26.12.4 H27.12.5 機械・金属 吉田 昌弘 ViEW2014 ビジョン技術の情報収集 
H26.12.11 H26.12.11 環境・建設 山口 貴幸 生コンクリートの品質検査についての情報交換 
H26.12.12 H26.12.12 化学・生物 程内 和範 
大塩 茂夫 
表面観察解析セミナーへの参加および情報収集 
H26.12.18 H26.12.19 総合安全・情報 山田 修一 安全教育に関する座談会への参加および情報交換 
H26.12.20 H27.12.21 化学・生物 宮 正光 
近藤 みずき 
全国科学教育ボランティア研究会への参加 
H26.12.23 H27.12.24 総合安全・情報 山田 修一 システム安全特別講演会への出席および安全技術応用研
究会にて打ち合わせ 
H26.12.26 H27.12.26 機械・金属 吉田 昌弘 画像処理実装に関する技術資料収集 
H27.1.14 H27.1.14 環境・建設 山本 浩 上越市上下浜での現地調査 
H27.1.14 H27.1.15 化学・生物 三間 達也 高エネ研シンポジウムへの参加＊ 
機械・金属 星野 英夫 
H27.1.20 H27.1.20 環境・建設 高田 晋 地盤内振動伝達機構に関する研究打ち合わせ 
H27.1.24 H27.1.24 環境・建設 高田 晋 土木学会セミナーへの参加および情報収集 
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H27.1.27 H27.1.27 機械・金属 佐藤 賢太 放送大学単位認定試験 
H27.1.28 H27.1.28 総合安全・情報 山浦 賢太郎 
電気電子・情報 野田 浩平 
H27.1.28 H27.1.29 機械・金属 高橋 智 産学連携フェア出展のため 
H27.1.31 H27.1.31 化学・生物 近藤 みずき 放送大学単位認定試験 
H27.2.1 H27.2.1 環境・建設 渡邉 高子 
H27.2.5 H27.2.6 総合安全・情報 山田 修一 労働安全衛生に関する情報交換会への出席 
H27.2.18 H27.2.18 環境・建設 高田 晋 地盤内の振動伝達機構に関する研究打合せ 
H27.2.18 H27.2.18 機械・金属 高橋 智 ポリシング加工に関する資料収集 
H27.2.19 H27.2.22 総合安全・情報 山浦 賢太郎 第 7回日本ムードル・ムート参加＊ 
H27.2.22 H27.2.27 電気電子・情報 豊田 英之 コンピューテーショナル・マテリアルズ・デザインワーク
ショップへの参加 
H27.2.24 H27.2.25 電気電子・情報 野田 浩平 安全体感教育に参加するため＊ 
環境・建設 山口 貴幸 
H27.2.25 H27.2.25 総合安全・情報 山浦 賢太郎 PV ロボ展示の手伝い 
H27.3.4 H27.3.9 機械・金属 高橋 智 台北国際工作見本市にて情報収集 
H27.3.4 H27.3.7 機械・金属 吉田 昌弘 情報技術研究会への参加＊ 
H27.3.12 H27.3.14 電気電子・情報 豊田 英之 第 62回応用物理学会春季学術講演会に出席の為 
H27.3.13 H27.3.29 機械・金属 高橋 智 JICA 東ティモール国立大学能力向上プロジェクト短期派
遣 
H27.3.18 H27.3.19 機械・金属 吉田 昌弘 2015 年度精密工学会春季大会学術講演会における情報収
集 
H27.3.18 H27.3.20 総合安全・情報 加藤 善二 日本セラミックス協会 2015年年会＊ 
H27.3.18 H27.3.18 環境・建設 山本 浩 新発田市藤塚浜で離岸流調査を実施 
 








  下記記載の技術資格に関する問い合わせは，最寄りの技術職員までお願いします． 
 
衛生工学衛生管理者 高圧ガス製造保安責任者（乙種機械） 
衛生管理者（第 1 種/第 2 種） 高圧ガス製造保安責任者（第 2 種冷凍機械） 
特定第 1 種圧力容器取扱作業主任者 一般毒物劇物取扱者 
二級ボイラー技士 水質関係第 1 種公害防止管理者 
潜水士 水質関係第 4 種公害防止管理者 
エックス線作業主任者 大気関係第 1 種公害防止管理者 
車両系建設機械技能講習（整地） 大気関係第 3 種公害防止管理者 
ガス溶接技能講習 環境計量士 









クレーン特別教育（5t 未満） 消防設備士甲種（特/1/2/3/4/5 類） 
クレーン特別教育（ホイスト） 消防設備士乙種（6/7 類） 
アーク溶接特別教育 基本情報技術者 
研削といし取替等特別教育 応用情報技術者 
産業用ロボットの業務に係る特別教育 第 2 種情報処理技術者 
低圧電気取扱業務特別教育 初級システムアドミニストレータ 
高圧・特別高圧電気取扱特別教育 2 級放電加工技能士（形彫り放電加工作業） 
天井クレーン定期自主検査者 2 級知的財産管理技能士 
電気取扱作業特別教育インストラクター（低圧） 2 級半導体製品製造技能士 
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第 2 種電気工事士 2 級機械プラント製図技能士（機械製図CAD 作業） 
認定電気工事従事者 CAD 利用技術者試験 2 級 
エネルギー管理士（電気分野） 高校教員専修免許（工業） 
工事担任者（AI・DD 総合種/DD 第 1 種/AI 第 1
種） 
中学・高校教員 1 種免許（理科） 
甲種危険物取扱者 電子顕微鏡二級技師 
乙種危険物取扱者（1/2/3/4/5/6 類） ビジネスキャリア検定 生産管理プラニング 2 級 
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